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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない
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９月 28 日（金）午後 2 時より、季平博昭先生をお

招きして秋の彼岸会法座を開催いたしました。

今回は、本山の実践運動の一つ、連研（連続研修会）

で話し合われるテーマの一つ「お浄土とは何ですか」

ということについて、先生ご自身が月刊誌『大乗』

に執筆されたものを参考にしながらお話を頂きまし

た。２０名の参拝がありました。

【講演主旨】

お浄土とはどういう世界でしょうか？

色々な答えが返ってきそうですが、「この世の縁が

尽きた時、生まれる世界」というのが一般的な答えだと思います。親鸞聖人もご門弟にあてら

れたお手紙の中で「お浄土で必ず必ず待っています」と仰っています。ですから私もこの世の

縁が尽きたら生まれさせていただく世界をお浄土だといただいています。ただ、お浄土は極楽

浄土と言われてきたように、この言葉の持つイメージから、「今は苦しいが、来世では何不自

由ない暮しが出来るのだから今を耐えていこう・・」と現実世界の矛盾をあきらめさせるよう

な役割を担ってきたように思います。肝心なことは、浄土に生まれるということは「仏」とな

らせていただくということなのです。ですから今の自己中心的な生き方の延長に浄土があるの

ではありません。

浄土は親鸞聖人は「つつしんで真仏土を案ずれば、仏はすなわちこれ不可思議光如来なり、土

はまたこれ無量光明土なり」と示されていますように、阿弥陀さまの智恵と慈悲のはたらく世

界のことです。私たちは、この「ハタラキ」に照らされ包まれる時、自分本位にしか生きられ

ない私の姿に気づかされ、私の苦しみを共にして下さる阿弥陀さまのお心を支えとして、お互

い支え合いながら生きていく私へと育てられていくのです。

慈悲は抜苦与楽と言われるように、苦しみを抜き、楽（幸せ）を与えるものです。阿弥陀さま

は苦しむ者をご覧になられて、「こんなことで苦しんでどうするんだ、もっと元気を出せ」と

叱咤激励をして、その人の苦を抜こうとするのではなく、「あ―辛いだろうね。苦しいだろうね、

分かるよ分かるよ」と苦しむ者に寄り添って、共に悲しみ、共に苦しんで下さる、同悲同苦の

お慈悲をお持ちの仏さまなのです。苦しむ者にとって、苦を共にしてくれることが、何よりも、

苦しみを乗り越えていく大きな力になります。

また、お浄土は「広大にして辺際なし」といわれるように無限大の広さを有する世界です。で

すからお浄土はこの私のいる娑婆世界を包み込んで、私を励まし、支え続けて下さるハタラキ

の世界です。

お浄土はやがて生まれ往く「いのち」のふるさとであると同時に、今を生きる私のよりどころ

となって下さるハタラキなのです。
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